
演題

17:00～水平成24年

■講演者

日 時

会 場

11/14
中部大学 名古屋キャンパス
（ＪＲ・地下鉄「鶴舞駅」下車すぐ（名大病院西）

（中部大学特命教授）

1975年　京都大学 工学研究科電子工学専攻 修士課程修了
　　　　  ㈱東芝 半導体技術研究所 研究員
1985年　米国スタンフォード大学 客員研究員
1989年　京都大学 工学博士
2001年　㈱東芝 先端メモリ開発センター センター長
2004年　㈱東芝 セミコンダクター社 メモリ技師長
2005年　東芝マイクロエレクトロニクス株式会社 常務取締役
2009年　サムスン電子 フラッシュ開発室 顧問（専務）
2012年　中部大学 学長付特命教授、 現在に至る

講演内容

実践経営塾
主催／中 部 大 学 　

共催／中部大学幸友
会

第19回 企業経営講演会

宮本氏は2009年より２年４ヵ月、宮本氏は2009年より２年４ヵ月、

サムスン電子のメモリ事業部フラッシュ開発室に在籍し、サムスン電子のメモリ事業部フラッシュ開発室に在籍し、

それまでは外側からしか眺めることができなかった、それまでは外側からしか眺めることができなかった、

サムスン電子の半導体開発現場を内部から見つめてきました。サムスン電子の半導体開発現場を内部から見つめてきました。

元々勤務してきた日本の会社としての東芝と、元々勤務してきた日本の会社としての東芝と、

韓国の会社を代表するサムスン電子との間にある、人事諸制度、会社組織、韓国の会社を代表するサムスン電子との間にある、人事諸制度、会社組織、

会社文化、開発手法、社員の意識、グローバル化等に対する考え方の差異を通し、会社文化、開発手法、社員の意識、グローバル化等に対する考え方の差異を通し、

日本と韓国それぞれの会社の強みと課題について語ります。日本と韓国それぞれの会社の強みと課題について語ります。

宮本氏は2009年より２年４ヵ月、

サムスン電子のメモリ事業部フラッシュ開発室に在籍し、

それまでは外側からしか眺めることができなかった、

サムスン電子の半導体開発現場を内部から見つめてきました。

元々勤務してきた日本の会社としての東芝と、

韓国の会社を代表するサムスン電子との間にある、人事諸制度、会社組織、

会社文化、開発手法、社員の意識、グローバル化等に対する考え方の差異を通し、

日本と韓国それぞれの会社の強みと課題について語ります。

宮本  順一氏

宮本 順一氏 プロフィール



〒487-8501 愛知県春日井市松本町1200番地
TEL  0568-51-4740（中部大学幸友会直通）
FAX  0568-51-1186
HP    http : //www.chubu.ac.jp
E-mail  kouyukai@office.chubu.ac.jp

第1９回

企業経営講演会
会場：中部大学名古屋キャンパス

　　　　　　　【ＪＲ・地下鉄「鶴舞駅」下車すぐ（名大病院西）】

日時：平成24年11月14日（水）17：00～
中部大学幸友会事務局へE-mailもしくはFAXにて11月２日（金）までにお申込みください。

中部大学　第19回企業経営講演会　FAX申し込み用紙

0568-51-1186 TEL 0568-51-4740　E-mail:kouyukai@office.chubu.ac.jp

FAX       I N

会員
番号 （案内送付ラベル右下の番号をご記入ください）

1
2
3
4
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役 職 名

住所

〒　　　　̶

TEL（                   ）               ̶

法人名

注）整理券は11月初旬に送付いたします。

お手数ですが参加者
全員ご記入ください。

氏　　　　名

参加者

整理券
送付先

●企業経営講演会についての質問がございましたら、当日の出欠にかかわらずご自由にお書きください。


